




Considerations on the Questions about Childcare and Education  















































































































































































































































































北海道 69.8 31.5 石　川 25.1 72.4 岡　山 52.0 46.3
青　森 33.7 59.4 福　井 33.6 65.9 広　島 49.5 48.1
岩　手 45.0 48.6 山　梨 33.9 61.4 山　口 51.3 45.9
宮　城 68.9 28.9 長　野 23.1 74.7 徳　島 68.1 31.2
秋　田 42.4 52.5 岐　阜 47.8 53.7 香　川 62.9 37.4
山　形 47.1 43.0 静　岡 64.7 32.2 愛　媛 53.9 43.2
福　島 69.9 26.5 愛　知 47.4 60.4 高　知 28.1 69.5
茨　城 62.6 34.1 三　重 51.7 47.4 福　岡 52.7 43.6
栃　木 62.7 35.3 滋　賀 55.7 41.3 佐　賀 43.3 52.1
群　馬 46.6 50.7 京　都 50.4 45.3 長　崎 45.9 47.9
埼　玉 69.5 26.1 大　阪 64.0 34.6 熊　本 36.5 58.6
千　葉 67.2 28.9 兵　庫 64.5 31.4 大　分 63.6 34.8
東　京 64.0 33.8 奈　良 61.7 37.1 宮　崎 39.0 52.7
神奈川 71.8 22.8 和歌山 41.3 55.1 鹿児島 50.0 43.9
新　潟 29.2 67.7 鳥　取 32.6 66.1 沖　縄 80.7 19.5
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一人ひとりの情操を育てています。それゆえに、すべて
のこどもが高校体験をすることは、そうした可能性を広
げる上で大切なことです。
小学生においても、家庭の生活の問題から働く母親が
増える中で、現在18000ヵ所、全国の大半の小学校に「放
課後児童クラブ」学童クラブができてきています。学童
に通うこどもは小学生低学年総数の1割を超えています。
これらのこどもたちの放課後の過ごし方は、地域で失わ
れてきた「異年齢集団でのあそび」です。ここでは情操
を育てるメニューが豊富です。そうしたことから2007年
から、学童クラブの対象でないこどもの学校での居残り
を認め、地域社会の人々で見守る方法として「放課後こ
ども教室」が開かれるようになりました。見守る人は地
域のボランティアです。文部科学省と厚生労働省は共同
で各自治体に「放課後プラン」の策定を求め、各自治体
でさまざまな試みが実施されてきています。けれども、
現在のところ「こども教室」は掛け声ほどには自治体で
定着していません。　　
働かなければいけない親が増える中でこどもが安全に
放課後を過ごせる「学童クラブ」について指導員の専門
職化をすすめるなどして充実させるとともに、「放課後こ
ども教室」も「児童館」の一つの形態として位置づけて
有給の指導員をおき、ボランティアを望む地域の人々の
参加を得て、学力面だけでなく自然と接する外あそびな
どのメニューを充実させていけば、学校が情操を育てる
もう一つのこどもの居場所になっていくことができます。
近年、幼稚園、保育所、小学校において、「食育」教育
が注目され、取り組まれるようになっています。野菜の
種まきから、水まき、間引き、支柱立て、収穫、手づく
りの料理、食事会までの一連を季節をまたいで実践しよ
うとするものです。これらの一連の流れの中にも、情操
を育てるたくさんの鍵があると思われます。
運動会や体育祭において、学年全体等で民謡や歌舞、
民族芸能を取り入れている学校も増えています。これら
を学校で習っておくと、こども時代をとおしてだけでな
く大人になってからも地域の祭にとても参加しやすくな
ります。地域の活力が求められている中で、学校教育で
の経験が長く活かせます。
最近、地方に行くと地域の放送局と幼稚園・保育園が
連携して、わらべうたの保存に取り組み、高齢者から収
集したわらべうたをこどもたちに伝える番組に出会うこ
とがあります。地域の伝統文化をどう受け継いでいくか
は情操教育の大切な課題です。同様なことは本学のある
中野区でも区民大学等で取り組まれています。
7. 情操教育と学力向上は、何か関連性があると思われま
すか
ある中学校の先生から聞いた話ですが、「毎年恒例のク
ラス対抗合唱コンクールで、ピアノ伴奏を担当する生徒
は、偏差値の高い高校に入学している場合が多い」とい
うのです。普段からピアノ等の楽器に接することができ
る家庭環境は、情操を育み、教育レベルも高くなります。
十余年前、私も協力して都内のいくつかの大学の教員と
院生で家庭環境と学力に関する調査をしたことがありま
す。大半の家庭にピアノ等の楽器がある山の手の中学校
の一クラスと大半の家庭にピアノ等の楽器がない下町の
中学校の一クラスを同一問題で比較したところ、クラス
に英数国3科目で30点の差がでたのです。大きな違いは
ピアノ等の楽器の有無だけです。
このことからも、情操教育の大切さがわかりますが、
その一方で、情操教育の難しさ、特に二極化による「こ
どもの貧困」が進む中での情操教育の難しさについて、
家庭環境の違いで教育格差が生じないよう教育環境がと
とのえられる必要があります。
近年、長く高水準だった日本の教育レベルが低下した
と騒がれ、学力テストの実施や授業時間を増やすことな
どの対策が実施されました。けれども、日本の教育レベ
ルの低下の大きな要因は二極化による「こどもの貧困」
です。若年者の非正規雇用が増加する中で、こどもを育
てている家庭において生活困難な家庭が増え、親が生活
に追われる一方で、こどもの学力、学習意欲の低下が起
きているのです。「こどもの貧困」を現している全国の公
立小・中学校の「就学援助対象世帯」は、2010年度
1,551,083名で過去最高になりました。
日本では2000年代になって大学進学率は60%前後で横
ばいになっていますが、この間に、韓国では90%台後半、
中国の都市部では70%前後になったことが報道されてい
ます。競争で落伍者をつくることよりも、すべての家庭
の豊かさを求めることが、「生きる力」「学習意欲」を高
め、学力向上につながります。
私は2000年代になって「二極化」「格差社会」をすす
めた新自由主義の責任はとても重いと思いますが、新聞
報道によると、文部科学省は2012年の全国学力テストに
あわせて、こどもの学習環境の調査を予定しているとの
ことです。実施されると学習環境と学力格差について始
めての全国調査になり、調査の公表を期待したいと思い
ます。
8. 今の時代に必要とされる教員像として、どのような人
材が掲げられますか
今日の教員は忙しすぎると言われています。それは今
までに述べたように、家庭、地域の子育て能力が低下す
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保育と教育に関する実地研修高校生からの質問課題を考える
る中で、家庭、地域で担うべき情操教育も、現在は学校
が引き受けて行う以外ないということです。もちろん、
家庭、地域の教育力の再構築は必要ですが、それを待っ
てはいられないのが教育現場です。
幼稚園教諭、小学校教諭、新しく教員をめざす皆さん、
保育所保育士をめざす皆さんには、次のような気概を持
っていてほしいと思います。
1.　家庭環境の違うこども一人ひとりの置かれた状態
を理解して、こどもの向上心を信頼し、さまざまな
学びの機会をつくっていくこと。
2.　すべてのこどもと公平、平等に接するとともに、支
援が必要なこどもに早く気づいて必要な支援を行う
こと。その場合、他の教員、専門家の意見を聞くな
どして我流におちいらないこと。　　　
3.　保護者や地域住民一人ひとりの生き方に接して共
感し、地域社会の中で一人ひとりの住民、保護者が
果たしている社会的役割を理解すること。
4.　教育環境の変化に対応しつつ、自分のオリジナリ
ティーを発揮するよう、常に日常の仕事にプラスア
ルファー、改善を工夫する開拓精神を欠かさないこ
と。　
5.　自分の生活に余裕、ゆとりをつくり、普段の生活
の中で、教育内容だけでない、広い視野の文化、教
養を取り入れていくこと。そのことで、こどもたち
に豊かな情操を伝えていくことができる。
6.　自分が配属された地域の民族芸能、文化を理解し、
教育実践に取り入れて、次の世代に民俗芸能、文化
が継承されるように中継役を果たしていくこと。さ
らに、今日異文化の中で育ったこどもたちが増えて
いる中で、教育の中に、異文化の理解、異文化との
交流を取り入れていくこと。
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